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交流会Ⅰ部

病院協会長の

に，群馬大学

させていただ

患者支援セン

学医学部附属

とする医療ス

地域医療への

ター長から報

とご案内を

交流会Ⅱ部

を交えて活発

終えることが

様に感謝申

群馬大学医

質向上を目指

貢献して行

しくお願い申
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病院長による

地域

部では，群

の西松輝高

学医学部附

だきました

ンター長か

属病院の改

スタッフの

の貢献を目

報告させて

させていた

部では，前

発な議論及

ができまし

し上げます

医学部附属

指し，一日

く所存です

申し上げま
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患者支援セ

     

 患者支援セ

る挨拶* 

域医療

群馬県医師会

高先生から

附属病院にお

た。続いて，

から説明させ

改革の３本の

の人材育成

目指していま

ていただき，

ただきました

前橋市医師会

及び意見交換

した。お忙

す。 

属病院では

日も早い信頼

す。皆様の変

ます。 

       

医学部附属

センター

    

センターホー

療連携施

 平

いて

域連

学部

た。

てい

８５

会副会長の

ご挨拶いた

おける医療

，新たに設

せていただ

の柱の一つ

をサポート

ます。さら

，最後に齋

た。 

会副会長の

換が行われ

しい中ご出

，今後一層

頼回復に努

変わらぬご

群大病院地

属病院   

（連携担当）
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施設交
 

平成２９年

て，群馬県医

連携登録施設

部附属病院地

交流会Ⅰ部

いただきま

名の先生方

の川島崇先生

ただいた後

療事故後の

設置される地

だきました。

つとして，全

トすること

らに，がん地

齋藤准教授

の岸川一郎先

れ，盛況の

出席いただ

層の安全強

努め，群馬

ご指導とご

地域連携だよ

 〒371
） 電話

  FAX
    http:

交流会

患者支

７月２０日

医師会なら

設の皆様を

地域医療連

部は活動報

したが，院

方にご出席

生，前橋市

，当院から

改革の状況

地域医療研

。地域医療

全県体制に

を目的とし

地域連携パ

から重粒子

先生に乾杯

うちに会を

だきました皆

化と医療の

県の医療に

ご支援をよろ
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を終え

支援センタ

日（木）に前

らびに，郡市

をお招きして

連携施設交流

報告，交流会

院外からⅠ部

席いただきま

市医師会長

らの活動報告

況について

研究・教育

療研究・教

による医師

して設置され

パスの現状

子線医学セ

杯のご発声

を

皆

の

に

ろ

大学

安全・納

次代を担

明日の医

医療連携

     

橋市昭和町

27-220-773

27-220-777
n.dept.sho

*交流会Ⅰ部

えて 

ター長 村

前橋市商工

市医師会の

て，第８回

流会を開催

会Ⅱ部は懇

部に１０２

ました。 

の田中義先

告を行いま

，田村病院

センターに

育センター

の配置や医

れるもので

について塚

ンターにつ

をいただい

病院の理

学病院としての使命

国民の健康と生活

基本方針

納得・信頼の医療を

担う人間性豊かな医

医療を創造し，国際

携を推進し，地域医

      

町三丁目 39
33 

77 
owa.gunm

部の様子* 

村上 正

工会議所に

の先生方や

回群馬大学

催いたしま

懇親会とさ

２名，Ⅱ部

先生，群馬

ました。最

院長から報

について村

ーは，群馬

医師をはじ

で，群馬県

塚本腫瘍セ

ついての説

いた後，会

念  
命を全うし， 

活を守る。 

針  
を提供する。 

医療人を育成する

際社会に貢献する

医療再生の拠点とな
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ma-u.ac.jp/
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お

や地

学医

し

せ

に

県

最初

告

村上

大

め

の

ン

説明

食

。 

。 

なる。
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県にお

他県

『職場

開催報告

別講演＞ 
マ：「終末期

：国立がん

末期医療を

み方，悩ま

やるべきこ

した。難し

だきました

ループディ

マ１：「終末

マ２：「事前

ァシリテー

した。『難し

た』との言

平成 29

   

平成２９年

員を対象と

この研修は

募し，栃木県

らしい最期を

法的な視点や

かす機会とす

ご協力いた

ことを楽しみ

成 29 年 12 月

ンポジウム

マ：「各県に

加６県の代

おける取り

県の取り組

場でスタッ

告 

期医療に関

ん研究センタ

を巡る法の現

ましい臨床問

ことをやれば

いテーマを

た。 

スカッシ

末期におけ

前意思指示

ーターを中心

しい課題で

言葉が聞かれ

9 年度 

どうし

年１１月１

した研修会

は昨年８月

県・茨城県

を迎えるた

や相談員と

する」こと

ただいた実

みにしてお

月     

ム＞ 
における事

代表者が，事

組みなどを

組みを知る

ッフと話し合

関する法と倫

－やり

ター 研究

現状，「人生

問題に対す

ば，やりた

をわかりや

ョン＞ 
ける相談員

示書に関する

心に６つの

も皆で話し

れ，有意義

地域相

していま

～

１８日（土）

会が開催され

月，国立がん

県・山梨県

ために相談員

としての知識

とを趣旨と

実行委員の皆

おります。今

      

事前意思表示

事前意思指

を発表し，

ことで，自

合い，今後

倫理 
りたいこと

究支援センタ

生命倫理

生の最終段

する基本的な

たいことをで

やすくご講演

としての意

る相談員の

のグループに

し合うこと

義な研修にな

談支援フ

ますか？

～事前意

）本院刀城

れ，１２１

ん研究セン

・長野県・

員としてす

識や支援方

し，以下の

皆様に感謝

今後ともよ

群大病院地

示の取り組

指示書作成の

その後，代

自部署や県

後に活かした

＆できるこ

ター 
理部 生命

段階における

な考え方の

できる」こ

演いただき

意思決定支援

の対応につい

に分かれ，

で花開くこ

なったと感

フォーラ

？ 患者

意思指示

患者

城会館にて

１名の方に

ンターがん対

新潟県の賛

すべきこと

方法を学び

の３部構成

謝申し上げま

よろしくお願

地域連携だよ

組みについて

の経緯や，

代表者と参

県での今後の

たい』との

ことを考え

命倫理・医

る医療の決

の３部構成

ことを理解

，『相談員

援に必要な

いて」 

他県の相談

ことができ

感じました。

ラム in 北

が自分の

示書と共

者支援セン

，北関東甲

ご参加いた

対策情報セ

賛同を得て

について，

，考えるこ

で行いまし

ますととも

願いいたし
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て」 

自院におけ

参加者で意見

の取り組み

の感想をいた

るために、

事法室長 

決定プロセス

で，終末期

してほしい

の悩みが晴

な知識や技術

談員と共に

る。他県と

。 

北関東甲

の最期を

共に考え

ンター看護

甲信越のが

ただきまし

センターの企

実施されま

他県の取り

ことで，明

した。 

もに，また研

します。 

     

ける意思決

見交換を行

みについて考

ただきまし

正しく知

 一家 

スに関する

期患者の治

いという趣

晴れた気が

術について

に，ディスカ

とのつなが

甲信越 

を考える

える～ 

護師長 冨

ん相談支援

た。 
企画に群馬

ました。「患

り組みを把

日からの相

研修会でお

      

定支援の取

行いました。

考えること

した。 

る＆理解す

綱邦先生
 

るガイドライ

療中止の例

旨での講演

がする』と感

て」 

カッション

りができて

るとき 

を終えて

冨田千恵子

援を行う相

馬県として

患者がその

握しながら

相談支援に

お会いでき

    

取り組みや

。 
とができま

する」

イン」

例を主

演があ

感想を

ンを行

て楽し

て 
 

子 
 

談

応

人

ら，

生

る
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群馬
平成２９年

た恒例の市民

前半は，が

ハビリテー

ンの実際～」

群馬大学医学

さや苦しみに

当日は２

ました。参加

とができた」

を多くいただ

係者がお茶を

成 29 年 12 月

長谷川 

フォーラム

県がん
年６月１７

民講座を開

がん治療を

ーション部

」と題して

学部附属病

にどう応じ

２３名の方

加者の皆様

」「気持ちを

だきました

を楽しみな

月     

信 先生 

ムの様子 

*一家 綱

ん診療連
７日（土）に

開催しました

をサポートす

部理学療法士

講演いただ

病院精神科神

じるか～」

方にご来場い

様のアンケー

を聴くこと

た。講演後に

ながら情報交

      

綱邦先生によ

連携拠点
に群馬会館

た。 
するリハビ

士長谷川信

だきました

神経科藤平

と題して講

いただき，

ートでは，

について分

には交流茶

交換を行い

群大病院地

藤

*ご

よるご講演*

点病院
館において

ビリテーシ

信先生から

た。後半は，

平和吉先生

講演いただ

多くの患者

「リハビリ

分かりやす

茶話会が開催

い，盛況の

地域連携だよ

藤平 和吉

ご協力いただ

院地域懇
，群馬県に

ョンをテー

「がん治療

がん患者さ

から「がん

きました。

者さんやご

テーション

すく理解する

催され，患

うちに終了
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先生 

だいた実行委

*グループ

懇話会
におけるが

ーマに，群馬

療をサポー

さんのここ

ん患者さん

 
ご家族の皆様

ンについて

ることがで

患者さんや

了しました。

     

委員の皆様と

プディスカッ

・市民
ん対策推進

馬大学医学

ト～リハビ

ろのケアを

のこころの

様にもご参

実践的な知

できた」とい

ご家族の皆
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茶話

との集合写真*

ッションの様

民講座 

進を目的と

学部附属病

ビリテーシ

をテーマに

のケア～つ

参加いただ

知識を学ぶ

いったご意

皆様，医療

    

話会の様子

* 

様子* 

し

院

ョ

，

ら

き

こ

意見

関
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リレー・

リレー

平成２９年

馬総合スポー

れた，リレー

に参加しま

当院から

サバイバーズ

ことができま

のハンドマ

しました。 

成 29 年 12 月

・フォー

ー・フォ

年１０月７

ーツセンタ

ー・フォー

した。 
２６７名が

ズフラッグ

ました。会

ッサージ」

月     

ー・ライ

平成２

を開催しま

んまの開催

かち合うた

今回は，

が披露され

き，サバイ

ルミナリエ

ォークで参

 
 

ー・ライ

日（土）・

ターふれあい

ー・ライフジ

が参加し，プ

グを掲げ，

会場では，当

を実施し，

      

フジャ

９年１０月

ました。プ

催日当日に

ために開催

，当院の

れ，アンコ

イバーズフ

エの展示も

参加者が持

イフジャ

８日（日）

いグラウン

ジャパン２

プレイベン

２４時間リ

当院看護師

，１５６名

群大病院地

パンぐ

月４日（水）

プレイベン

に参加できな

催しています

「なごみサ

コールにも応

フラッグやル

も行いました

持って歩きま

ャパン 2

）に ALSO
ンドにて開催

２０１７ぐ

ントで作成

リレーをつ

師による「癒

名の来場者

地域連携だよ

ぐんま 群

）に本院に

トは，リレ

ないがん患

す。 
ロン」に参

応えていま

ルミナリエ

た。作成し

ました。

20１７ぐ

OK 群

催さ

んま

した

なぐ

癒し

を癒

より第 25 号

群大病院

において，

レー・フォー

患者さんに元

参加してい

ました。多

エの作成，メ

したフラッ

ぐんまに

     

院プレイ

３回目のプ

ー・ライフ

元気を与え

る有志によ

くの方にご

メッセージ

グは，本番

に参加しま

      

イベン

プレイベン

フジャパン

え，希望を分

よるコーラ

ご参加いた

ジを記載し

番のリレー

ました 
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